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叫

ま

静
岡
県
議
会
9
月
定
例
会
（
叩
月
日
日
開
会）
で
は 、
一
般
会

計
に
凶
億
7
千
5
百
万
円
を
追
加
す
る
本
年
度
補
正
予
算
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た 。
補
正
予
算
は 、
県
内
の
人
口
減
少
の
歯
止
め 、
新

成
長
産
業
の
育
成 、
雇
用
創
出
等 、
静
岡
型
「
地
方
創
生」
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
為
の
経
費
等
か
ら
なっ
て
お
り
ま
す 。
地
方
創

生
は 、
本
県
の
最
重
要
課
題
で
あ
り 、
そ
の
道
筋
を一
示
す
も
の
が 、

今
議
会
で
も
審
議
し
た「
総
合
戦
略」
で
あ
り
ま
す 。
去
る
7
月
日
日 、

こ
の
総
合
戦
略
の
素
案
に
対
し 、
我
が
会
派
は
「
取
り
組
む
べ
き
施

策」「
数
値
目
標
の
見
直
し」「
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金へ
の
対
応」

等
を
知
事
に
提
言
致
し
ま
し
た 。
今
回
の
補
正
予
算
に
は 、
我
が
会

派
の
提
言
の
趣
旨
も一
部
反
映
さ
れ
て
お
り 、
本
県
経
済
の
活
性
化 、

ひ
い
て
は
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す 。

補
正
予
算
に
は 、
富
士
山
静
岡
空
港
新
幹
線
新
駅
関
連
調
査
事

業
費
6
百
万
円
も
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す 。
こ
の
事
業
は 、
新
幹

線
新
駅
技
術
検
討
委
員
会
の
意
見
に
基
づ
き 、
新
設
ト
ン
ネ
ル
が 、

既
設
ト
ン
ネ
ル
に
与
え
る
影
響
を
解
析
す
る
為
に
実
施
す
る
も
の
で 、

新
幹
線
新
駅
の
実
現
の
為
に
必
要
と
な
る
調
査
で
あ
り
ま
す 。
昨
年

7
月 、
我
が
会
派
の
議
員
有
志
で
「
自
由
民
主
党
新
幹
線
空
港
新

駅
推
進
議
員
連
盟」
を
立
ち
上
げ 、
県
当
局
と
協
調
し 、
そ
の
実

現
に
向
け
て 、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す 。
現
時
点

で
は 、
J
R
東
海
と
の
協
議
は 、
残
念
な
が
ら
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が 、

速
や
か
に
事
業
を
執
行
し 、
新
駅
設
置
に
向
け
て 、
一
歩一
歩 、
着

実
に
前
進
し
て
い
く
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す 。

補
正
予
算
に
は 、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
推
進
事
業
費
1

億
円
と
債
務
負

担
行
為
2
億
円
も
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す 。
こ
れ
は 、
ラ
グ
ビ
ー

ワ

ー
ル
ド
カッ
プ
2
0
1
9
の
開
催
準
備
を
進
め
る
為 、
組
織
委
員
会

に
対
し
開
催
都
市
分
担
金
を
3
年
間
に
わ
た
り 、
各
年
度
1

億
円
ず

つ
支
出
す
る
も
の
で
あ
り 、
そ
の
使
途
は 、
日
本
大
会
に
向
け
た
広
報 、

試
合
開
催
会
場
の
準
備
費
用
等
で
あ
り
ま
す 。
先
日
開
催
さ
れ
た
イ

ン
グ
ラ
ン
ド

大
会
で
は貯
日
本
は
惜
し
て
も
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

進

出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が 、
こ
れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー

を
見
た
こ
と
が

な
かっ
た
県
民
に
も 、
新
鮮
な
感
動
を
単
え
た
も
の
と
思
い
ま
す 。

2
0
1
9
年
の
田
本
大
会
開
催
に
向
け 、
県
市
W’
開
催
機
随
培
盛
り

上
げ
る
と
と
も
に 、
五
全
の
対
策 、
準
備
を
し
て
参
り

ま加 。

こ
の
他 、
継
続
し
で
い
る
地
震・
津
波
対
策
を
前
倒
し
で
実
施
す

る
市
町へ
の
交
付
金 、
静
岡
空
港
事
1
1

ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
混
雑
に
対
応

す
る
為
に
要
す
る
経
費
等
が
計
吐
さ
れ
て
お
り
ま
す 。

今
後
も 、
暮
ら
し
の
「
い
ま」
と
「
未
来」
を
しっ
か
り
見
つ
め 、

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す 。
こ
れ
か
ら
も
「
大

ジェ
ス
ト」

や
「
ホ
l

ム
ペ
l

ジ」
で
議
会
活
動
を
掲
載
し
て
い
き

ま
す
の
で 、
是
非
ご
覧
頂
き 、
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す 。

塚
本

大

私が所属している自民党は、 静岡県内に67の市町支部
があります。今年度、 私は 、 自民党静岡県支部連合会の政
務調査会の副会長を務めさせて頂いております。

自民党は、毎年、政務調査会の活動
として、県民の声を県政に反映させるた
めに、全ての支部の皆様から要望を聞
かせて頂く会合を開いております。今年
度も、県内8会場で、67全ての市町支
部の皆持から地域の実状・要望を聞か
せて頂きました。 4・E藍

曹長軍一院

障関腫明自
民
改
革
会
議

〈
代
表
質
問〉

自
民
改
革
会
議
と
し
て
は 、

本
会
議
に
お
い
て 、
以
下
の
内

容
を
代
表
質
問
致
し
ま
し
た 。

川
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

。
県
都
構
想

＠
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
l

（
仮
称）

e
県
職
員
の
不
祥
事
の
防
止

凶
美
し
い
H

ふ
じ
の
く
に
H

ま

ち・
ひ
と・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
つ
い
て

。
会
派
提
言
へ
の
対
応
と
実

効
性
の
確
保

＠
戦
略
の
財
源
確
保
と
来
年

度
当
初
予
算
編
成
へ
の
位

置
づ
け

同
世
界一
美
し
い
半
島
伊
亘
に

つ
い
て

＠
伊
亘
の
課
題
認
識
と
克
服

へ
の
決
意

＠
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー

ク
の

�』 困

頂いたこ
や

意見・ご要望を、来年度予算に反映出来るよう全力で取り組んで参ります。

＜今年度出席団体＞ 静岡県児童養護施設協議会
（一財）静岡県老人クラプ連合会

農恥りd<産対策連絡協議会 静岡県老人福祉施設協議会
①農業関係団体 静岡県知的障害者福祉協会
静岡県農業協同組合中央会 静岡県手をつなぐ育成会
静岡県経済農業協同組合連合会 （公社）静岡県精神保健福祉会連合会
静岡県厚生農業協同組合連合会 （福り静岡県社会福祉協議会
全国共済農業協同組合連合会静岡県本部 ②民生・衛生関係団体
②農地・森林関係団体 （公社）静岡県病院協会
静岡県農業会議 （公社）静岡県柔道整復師会
（公社）静岡県茶業会議所 （公社）静岡県看護協会
静岡県土地改良事業団体連合会 静岡県看護連盟
静岡県森林組合連合会 （一社）静岡県助産師会
静岡県木材協同組合連合会 （公社）静岡県薬剤師会
（公社）静岡県山林協会 （一社）静岡県理学療法士会
（公社）静岡県林業会議所 （一社）静岡県歯科医師会（オブザーバー）
③水産関係団体
静岡県漁業協同組合連合会
静岡県信用漁業協同組合連合会
静岡県水産加工業協同組合連合会
静岡県漁業信用基金協会
（公財）静岡県漁業振興基金
全国合同漁業共済組合静岡県事務所

今
後
の
展
開

同
日
本一
安
全・
安
心
な
県
土

の
構
築
に
つ
い
て

。
地
震・
津
波
対
策
ア
ク
ショ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
3
の

見
直
し
と
沿
岸
部
に
お
け

る
不
安
払
拭
の
取
り
組
み

＠
原
子
力
災
害
に
備
え
た
避

難
計
画

同
産
業
の
振
興
と
誰
も
が
活
躍

で
き
る
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

＠
本
県
産
業
の
再
生
と
活
性
化

＠
海
か
ら
の
地
方
創
生

同
地
域
外
交
の
成
果
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

川
森
の
力
再
生
事
業
と
も
り
づ

く
り
県
民
税
の
今
後
に
つ
い
て

剛
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に

つ
い
て

同
教
育
行
政
に
つ
い
て

。
連
携
の
あ
り
方

＠
主
権
者
教
育

州
安
全
で
安
心
で
き
る
犯
罪
の

起
き
に
く
い
社
会
づ
く
り
に

つ
い
て

凶
美
し
い
H

ふ
じ
の
く
に
H

ま

ち・
ひ
と・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
つ
い
て

。
会
派
提
言
へ
の
対
応
と
実

効
性
の
確
保

【
質
問】

「
県
民
意
識
を
踏
ま
え
た
施

策
の
充
実
を
図
る
乙
と」
や 、

「
施
策
の
効
果
を
適
切
に
測
る

た
め
の
数
値
目
標
の
見
直
し」 、

「
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
へ

の
対
応」
等
に
つ
い
て 、
知
事

に
政
策
提
言
し
た 。
我
が
会
派

の
政
策
提
言
を
ど
の
よ
う
に
戦

略
に
反
映
し
た
の
か
伺『つ 。

【
知
事
答
弁】

頂
い
た
御
提
言 、
例
え
ば 、

災
害
等
の
課
題
を
抱
え
た
地
域

に
進
出
す
る
企
業へ
の
支
援
や 、

若
い
女
性
の
就
労
ニ
1

ズ
の
施

策
へ
の
反
映 、
本
県
の
強
み
を

生
か
し
た
移
住・
定
住
の
促
進 、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
少
子
化

対
策
の
推
進
等
々 、
ま
さ
に
地

方
創
生
に
向
け
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
で
あ
る

中小企業対策連絡協議会
静岡県中小企業団体中央会
静岡県食品産業協議会
静岡県機械金属工業協同組合連合会
静岡県中小企業団地協議会
静岡県商工会連合会
（一社）静岡県商工会議所連合会
静岡県商店会連盟連合会
（一社）静岡県建設業協会
（公財）静岡県生活衛生営業指導センター

静岡県ホテル旅館生活衛生同業組合

※（福）社会福祉法人、 （一財）一般財団法人、

(N）特定非営利活動法人、 （公社）公益社団法人、

（一社）一般社団法人、 （公財）公益財団法人

厚生問題対策連絡協議会
①社協関係団体
（樹静岡県社会福祉協議会
静岡県民生委員児童委員協議会
静岡県社会福祉法人経営者協議会
(N）静岡県ボランティア協会
静岡県保育所連合会

※
美
し
い
H

ふ
じ
の
く
に
H

ま
ち・
ひ
と・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
と
は

国
は 、
人
口
減
少
克
服・
地

方
創
生
に
向
け
て「
長
期
ビ
ジョ

ン」
と
「
総
合
戦
略」
を
平
成

初
年
ロ
月
幻
日
に
閣
議
決
定
し

ま
し
た 。
こ
れ
を
踏
ま
え 、
全

国
の
自
治
体
は
「
地
方
人
口
ビ

ジョ
ン」
と
「
地
方
版
総
合
戦

略」
を
平
成
幻
年
度
中
に
策
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す 。

静
岡
県
の
「
地
方
版
総
合

戦
略」
の
こ
と
を
「
美
し
い

H

ふ
じ
の
く
に
H

ま
ち・
ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略」
と

い
い
ま
す 。

と
認
識
し
て
お
り
ま
す 。
ま
た 、

御
指
摘
の
ご
ざ
い
ま
し
た
新
規

就
農
者
の
定
着
や 、
高
齢
者
の

就
職 、
多
文
化
共
生
等
の
数
値

目
標
の
見
直
し
を
含
め 、
総
合

戦
略
の
原
案
に
し
っ
か
り
と
反

映
し
て
お
り
ま
す 。

同
日
本一
安
全・
安
心
な
県
土

の
構
築
に
つ
い
て

＠
地
震・
津
波
対
策
ア
ク
ショ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
3
の








